
12⽉号�
令和7年12月1日発行�

脳・神経センター・�リハビリテーションセンター�

伝言板�

　	

  � 「 星 に 願 い を 」 �

12月。師走。クリスマス、大掃除、大晦日、ゆく年くる年、除夜の鐘。慌
ただしい月。街角のイルミネーションが輝き始める時。コロナ禍は落ち
着いても以前の賑わいほどではない気がします。でも�目を上に転じれ
ば冬の夜空は格別。寒いけれど空気は澄んで星が明るく輝く。最も星
が美しい季節の一つです。Wに並ぶカシオペア座、スバル（プレアデス
星団）、天の川。今月14日~15日にはふたご座流星群。「星に願いを」。�

���背景にある気持ちや意味を理解し、共感する力です。相手の表情
や声のトーン、身振り、姿勢などの情報にも注意して聴く。相手を
尊重し共感していくことでコミニュケーション、信頼関係が生まれ
ます。話しの腰を折る、重ねてしゃべるなどしていませんか?。	
そして言葉の力。言葉は　そのものが意味を持ち、力を持ちます。	
とくに医療者から発せられた言葉は患者さんや	
ご家族に大きな影響を与えます。背中を押す言葉	
は人の心を前向きにし、元気づける。ポジティブな	
言葉はモチベーションを上げることができる。寄り添う言葉は、悲
しみを和らげることができる。　逆に否定的な言葉は相手を傷つ
けることもあります。何気ない一言が人を怒らせ、悲しませ信頼を
失うことにもなる。言葉は口から出たら戻せない。もちろん、時に
は関係がどうなろうが厳しい言葉も必要かもしれません。ただし、
その結果は本人の責任です。多いのは迂闊な一言、余計な言葉。
出てしまった一言で関係が壊れます。言葉を発した本人は気がつ
かず「何で怒ってるの」ということもあります。まずは自分が発する
言葉を相手はどう感じるか、他人を傷つけないか、問題はないか。
喋る前に頭の中で3回検討し、回してから発言することが大切。ハ
ラスメントなど自分の言葉がどう影響するか、これで良いのか考
えればできないはず。言葉で問題が起こるのは想像力の欠如で
す。医療の世界で最も大切なことの一つが「想像力」。聞く力、言
葉の力、行動など全てにつながる能力。想像力はそれまでの　	
経験や知識に基づいて今後起こり得る状況や	
他者の気持ちを考える能力です。医療事故や	
問題が起こる前のリスク管理、新しいことを	
考える力、想定外のことでも何とか対応する力。	
「想像力」です。想像力の基本は多彩な知識と感性。養うには何
でも興味を持つ、いろんな領域の情報を吸収する、仮説を考え	
る習慣、読書、などなど。今年を振り返り、来年に思いを馳せる。
どうしたい、なりたい。ディズニー映画『ピノキオ』の主題歌『星に
願いを： When You Wish Upon a Star』　夢や希望を持つことの素晴ら 	
    しさ、信じていれば、きっと夢は叶うと歌う。そう信じましょう。(A.S.)	

　もう12月。街角にはクリスマスツリー、銀色に輝く。世の中は楽し
い年末。されど、あれもこれもまだ済んでない人。すること、してな
いことが残っている方々にとっては走り回る師走。さて、皆様はい
かがお過ごしでしょうか。誰にでもくる年末ですが、「頑張った方は
ゆったりと、そうでない方はそれなりに過ごしましょう😅」。	
　今年もたくさんの方に当院をご利用いただきました。外来受診さ
れた方、入院された方。ご満足いただけた場合もあれば残念なが
らご不満が残った方もおられると思います。　医療は結果が問わ
れます。良くなれば一番良いのですが、診断がつかなかったり結
果が良くなかったりすることもある。　少しでも良い結果が得られ
るように今後も医療の質を上げていく努力を続けていくのは当た
り前。少しでも診断能力、治療技術を上げ続けていくことが大切で
す。しかし、それだけでは足りない。同じ結果でも満足感や気持ち
には大きな差が出ることがある。大切なのは人間の力。	
「聞く力、言葉の力、想像力」。まずは聞く力、	
『傾聴』。　単に情報を得ることを目的として「聞く」	
だけではない。　相手の言葉そのものだけではなく、	

・年末の診療は27日まで。年始は5日から診療です。
・面会可能日は、12月30日と1月2日となっています。


